
第１３８回 岡山市第二農業委員会総会議事録 

 

１ 招集の日時  令和４年９月２０日（火）午前１０時００分 

２ 開会の日時  令和４年９月２０日（火）午前 ９時４５分 

３ 閉会の日時  令和４年９月２０日（火）午前１０時３５分  

４ 会議の場所  岡山市東区西大寺南一丁目２番４号 岡山市東区役所３階 多目的ホール  

５ 出席委員の氏名並びに出席、欠席の別  

  出席 ８ 名  欠席 ２ 名 

 氏   名 出欠の別  氏   名 出欠の別 

会長（１） 浮田 孝允 出 ５ 奥田 哲也 出 

職務代理者（６） 岸本 博 出 ７ 串田 修 出 

２ 大森 美也子 欠 ８ 今東 德雄 出 

３ 大森 勇二 欠 ９ 延澤 強哉 出 

４ 岡本 五樹 出 １０ 雪本 泰嗣 出 

６ 農業委員以外の出席者  

農地利用最適化推進委員  中区協議会副会長  石井 治夫 

               東区協議会長    岡﨑 章二 

事務局     担当局長   佐古 和之     総務・農政担当課長 菱川 真輔 

    農地担当課長 竹田 了久     主幹 佐藤 孝司 

     担当課長補佐 三浦 諭      農地担当係長 橋本 聴実 

主任 川田 秀紀 

７ 傍聴者  ０名 

８ 議 題  

 第１号議案  農地関係申請等について 

申 請 等 （１） 農地法第３条の規定に基づく許可申請について 

（２） 農地法第５条の規定に基づく許可申請について 

（３） 岡山市農用地利用集積計画の決定について（所有権の移転） 

（４） 農地法第３条の３第１項の規定に基づく届出について  

報 告 （１） 農地法第５条第１項第７号の規定による転用届について 

（２） 農地法第１８条第６項の規定による合意解約通知について 

第２号議案  農政関係等について 

 （１） （２）最適化活動アンケート集計結果、農地法改正について 

（３）（４）農地利用最適化推進委員の委嘱について、委嘱書の交付 

（５）その他 

９ 議事録署名委員の氏名 

   ４番 岡本 五樹      ９番 延澤 強哉 



 

１０ 議事の内容 

議 長 みなさんご苦労様です。それでは、ただいまから第１３８回岡山市第二農業委員

会を開会します。本日の欠席は ２ 名です。 

本日の議事録署名委員を指名します。４番 岡本五樹 委員、９番 延澤強哉 

委員にお願いします。 

それでは議案の審議の前に、議案の訂正等はありますか。 

橋本係長 議案の訂正ですが、「第１３８回岡山市第二農業委員会総会議案の訂正等」をご

覧ください。第１号議案、申請等（１）１ページ４番及び２ページ９番は取下げと

なりました。また、申請等（２）４ページ８番、転用目的の「既存非農地４０１㎡」

を「既存非農地３１４．１８㎡」に訂正してください。 

以上です。 

議 長 それでは申請等（１）農地法第３条の規定に基づく許可申請についての審議に入

ります。事務局から中区の説明をお願いします。 

川田主任 １ページ１番、新規農による所有権移転です。取得後のすべての農地を利用する

こと、機械、労働力、技術、地域との関係をみても問題がないこと、許可後、農業委

員会が定める下限面積４０アールを超えることから、許可要件をすべて満たしてい

ると考えます。以上です。 

議 長 中区協議会の協議の模様を石井副会長さん、ご報告願います。 

石井推進

委 員 

１番の１件について審議した結果、事務局の説明のとおり許可意見となっていま

す。引き続きのご審議をお願いします。 

議 長 協議会の報告がありましたが、委員さん、何かご意見がありますか。 

全 員 ありません。 

議 長 次に、事務局から東区の説明をお願いします。 

橋本係長 ２番、増反による所有権移転です。受人は現在、約４４アール耕作しており、非

耕作地はありません。取得後のすべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、

地域との関係をみても問題がないこと、農業委員会が定める下限面積４０アールを

超えていることから許可要件をすべて満たしていると考えます。 

３番、増反及び借入地の取得による所有権移転です。受人は現在、約５．３ヘク

タール耕作しており、非耕作地はありません。取得後のすべての農地を利用するこ

と、機械、労働力、技術、地域との関係をみても問題がないこと、農業委員会が定

める下限面積４０アールを超えていることから許可要件をすべて満たしていると

考えます。 

４番は取下げとなりました。 

５番、増反による所有権移転です。受人は現在、約７９アール耕作しており、非

耕作地はありません。取得後のすべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、



地域との関係をみても問題がないこと、農業委員会が定める下限面積３０アールを

超えていることから許可要件をすべて満たしていると考えます。 

６番、増反による所有権移転です。受人は現在、約６６アール耕作しており、非

耕作地はありません。取得後のすべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、

地域との関係をみても問題がないこと、農業委員会が定める下限面積４０アールを

超えていることから許可要件をすべて満たしていると考えます。 

２ページ７番、受贈による所有権移転です。受人は現在、約５６アール耕作して

おり、非耕作地はありません。取得後のすべての農地を利用すること、機械、労働

力、技術、地域との関係をみても問題がないこと、農業委員会が定める下限面積４

０アールを超えていることから許可要件をすべて満たしていると考えます。 

８番、増反による所有権移転です。受人は現在、約４７アール耕作しており、非

耕作地はありません。取得後のすべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、

地域との関係をみても問題がないこと、農業委員会が定める下限面積４０アールを

超えていることから許可要件をすべて満たしていると考えます。 

９番は取下げとなりました。 

１０番、増反による所有権移転です。受人は現在、約１２．４ヘクタール耕作し

ており、非耕作地はありません。取得後のすべての農地を利用すること、機械、労

働力、技術、地域との関係をみても問題がないこと、農業委員会が定める下限面積

３０アールを超えていることから許可要件をすべて満たしていると考えます。 

１１番、新規農による所有権移転です。取得後のすべての農地を利用すること、

機械、労働力、技術、地域との関係をみても問題がないこと、許可後農業委員会が

定める下限面積３０アールを超えることから許可要件をすべて満たしていると考

えます。 

以上です。 

議 長 東区協議会の協議の模様を岡﨑協議会長さん、ご報告お願いします。 

岡﨑推進

委 員 

取下げのありました４番と９番を除く、２番から１１番までの８件について審議

した結果、事務局の説明のとおり全て許可意見となっています。引き続きのご審議

をお願いします。 

議 長 協議会の報告がありましたが、委員さん、何かご意見がありますか。 

委 員  ありません。 

議 長 それでは、申請等（１）は、４番と９番を除く、１番から１１番までの９件を許

可と決定してよろしいか。 

全 員 よろしい。 

議 長 それでは、そのように決定します。 

 次に、申請等（２）農地法第５条の規定に基づく許可申請についての審議に入り

ます。事務局から中区の説明をお願いします。 



川田主任 

 

３ページ１番、申請地は、令和３年１０月１５日付けで農振除外済の案件です。

農地の広がりが１０ヘクタール未満の２種農地と判断され、転用目的は露天資材置

場、露天駐車場で所有権を移転します。 

受人は建築業を営んでいますが、事業拡大に伴い現在借りている資材置場が手狭

になりかつ貸主から返却を求められているため、中区の仕事が多い事もあり利便性

の良い申請地を所有権移転し、露天資材置場と露天駐車場に転用しようとするもの

です。農地区分と転用目的は問題ないと考えます。転用面積、被害防除計画等、一

般基準上も問題ないと考えます。 

２番、申請地は、農地の広がりが１０ヘクタール未満の２種農地と判断され、転

用目的は自己専用住宅で所有権を移転します。 

受人は現在、中区今在家の借家に家族３人で居住していますが、子どもの成長に

伴い手狭になったため、妻の職場と実家に近く、両親の面倒が見られる、利便性の

良い申請地に自己専用住宅を建築しようとするものです。 

農地区分と転用目的は問題ないと考えます。転用面積、被害防除計画等、一般基

準上も問題ないと考えます。 

３番から６番は、同じ地域で同時申請ですので、まとめて説明します。申請地は、

いずれもJR東岡山駅から半径５００メートル内の宅地割合が４０％を超える場合

に、４０％となるまで半径を延長した範囲内である２種農地と判断され、転用目的

は自己専用住宅で所有権を移転します。 

３番、受人は現在、東区益野町の借家に家族２人で居住していますが、出産する

ことに伴い家財道具が増え手狭になったため、実家に近く両親の介護の利便性の良

い申請地に自己専用住宅を建築しようとするものです。 

４番、受人は現在、中区江並の実家に父と申請人である  の２人、中区関の借

家に申請人である佑人の母  が１人で居住していますが、この度申請人親子二人

で生活していくことになり中区関の借家では手狭なため、  の職場への通勤の利

便性が良く、中区関の現住居に近い生活環境の変わらない申請地に自己専用住宅を

建築しようとするものです。中区江並の実家には引き続き父が居住します。 

４ページ５番、受人は現在、東区西大寺中野本町の借家に居住していますが、結

婚の予定があり家財道具が増え手狭になるため、互いの職場に近い通勤の利便性の

良い申請地に自己専用住宅を建築しようとするものです。 

６番、受人は現在、中区高島新屋敷の借家に申請人である遥、倉敷市児島元浜町

の借家に申請人である  が家族２人で居住していますが、この度３人で住むこと

となり、申請人である  の住居が老朽化し手狭なため、申請人である の職場に

近い利便性の良い申請地に自己専用住宅を建築しようとするものです。 

いずれも農地区分と転用目的は問題ないと考えます。転用面積、被害防除計画等、

一般基準上も問題ないと考えます。 



７番、申請地は、令和４年３月１７日付農振除外済の案件で、農地の広がりが１

０ヘクタール未満の２種農地と判断され、転用目的は自己専用住宅で所有権を移転

します。 

受人は現在、中区赤田の借家に家族３人で居住していますが、家財道具が増え手

狭になったため、現住居に近く、子どもの通園の利便性が良く、仕事と生活の両立

が出来る申請地に自己専用住宅を建築しようとするものです。 

農地区分と転用目的は問題ないと考えます。転用面積、被害防除計画等、一般基

準上も問題ないと考えます。 

８番、申請地は、令和４年３月１７日付農振除外済の案件で、農地の広がりが１

０ヘクタール未満の２種農地と判断され、転用目的は特定流通業務施設です。 

受人は、中区江崎にて、運送・倉庫業を営む者で、現有の施設が分散しており輸

配送ルートが輻輳しているため、主要道の沿道に位置し効率化を促進できる申請地

を所有権移転し、特定流通業務施設として利用しようとするものです。 

農地区分と転用目的は問題ないと考えます。また、転用面積については、倉庫、

事務所、駐車場４８台等の計画から妥当な面積と判断されます。被害防除計画等そ

の他の一般基準上も問題ないと考えます。 

６ページ９番、申請地は、農地の広がりが１０ヘクタール未満の２種農地と判断

され、転用目的は貸露天駐車場で所有権を移転します。 

受人は現在、隣地を所有しており、貸露天駐車場として使用していますが、擁壁

が損傷し申請地に越境しており、現状の越境部分を利用区域として是正するため申

請地を貸露天駐車場に転用しようとするものです。 

農地区分と転用目的は問題ないと考えます。転用面積、被害防除計画等、一般基

準上も問題ないと考えます。 

以上です。 

議 長 中区協議会の協議の模様を石井副会長さん、ご報告願います。 

石井推進

委 員 

１番から９番までの９件について審議した結果、事務局の説明のとおりいずれも

許可意見となっています。引き続きのご審議をお願いします。 

議 長 協議会の報告がありましたが、委員さん、何かご意見がありますか。 

全 員 ありません。 

議 長 次に、事務局から東区の説明をお願いします。 

橋本係長 １０番、申請地は農地の広がりが１０ヘクタール未満の２種農地と判断され、転

用目的は貸露天駐車場で所有権を移転します。 

受人は現在、申請地南西に隣接する株式会社ニシテックの代表者で産業廃棄物中

間処理業を営んでいますが、従業員駐車場と、作業用大型車両等の駐車場が同一で

効率が悪いため、従業員用と事業用を区別し、効率よく業務できる申請地を露天駐

車場として転用し、自社に貸し付けしようとするものです。農地区分と転用目的は



問題ないと考えます。転用面積、被害防除計画等、一般基準上も問題ないと考えま

す。以上です。 

議 長 東区協議会の協議の模様を岡﨑協議会長さん、ご報告願います。 

岡﨑推進

委 員 

１０番の１件について審議した結果、事務局の説明のとおり許可意見となってい

ます。引き続きのご審議をお願いします。 

議 長 協議会の報告がありましたが、委員さん、何かご意見がありますか。 

全 員 ありません。 

議 長 それでは、申請等（２）は、１番から１０番までの１０件を許可と決定してよろし

いか。 

全 員 よろしい。 

議 長 それでは、そのように決定します。 

なお、８番は転用面積が３，０００平方メートルを超えていますので、９月２８

日開催の県農業会議に諮問
し も ん

し、その答申を受けて許可指令書を交付することとし

ます。 

 次に、申請等（３）岡山市農用地利用集積
しゅうせき

計画の決定について（所有権の移転）

を審議します。事務局から説明をお願いします。 

橋本係長 今回の利用集積計画について説明します。 

７ページ１番から３番までの３件です。農地中間管理機構である担い手育成財団

が行う売買事業で、１番は財団から担い手への所有権移転で、２番、３番は所有者

から財団への所有権移転です。 

以上の計画内容は、経営面積・従事日数など農業経営基盤強化促進法第１８条第

３項の各要件を満たしていると考えられ、東区協議会では原案どおり決定意見とな

っています。 

議 長 ただいまの説明に対してご意見、ご質問はありませんか。 

全 員 ありません。 

議 長 それでは、申請等（３）岡山市農用地利用集積
しゅうせき

計画の決定については、原案のと

おり決定とします。 

 次に、申請等（４）農地法第３条の３第１項の規定に基づく届け出について、事

務局から説明をお願いします。 

川田主任 ８ページ１番から９ページ１１番までの１１件で、権利取得の事由はいずれも相

続、権利の種類は所有権が１０件、賃借権が１件で内容はご覧のとおりです。あっ

せん等の希望はありません。 

各地区協議会では、すべて受理意見となっています。以上です。 

議 長 ただいまの説明について、何かご意見がありますか。 

全 員 ありません。 



議 長 それでは、申請等（４）農地法第３条の３第１項の規定に基づく届け出について、

１番から１１番までの１１件を受理と決定します。 

 次に、報告について、事務局から説明をお願いします。 

川田主任 報告（１）農地法第５条第１項第７号の規定による転用届については、１０ペー

ジ１番から４番の４件で、転用目的は分譲住宅地２件、自己用住宅１件、露天駐車

場１件で、専決日は備考欄のとおりです。 

報告（２）農地法第１８条第６項の規定による合意解約通知については、１１ペ

ージ１番から１２ページ１１番までの１１件です。解約理由は耕作目的が９件、転

用目的が２件で、離作料は記載のとおりです。 

以上です。 

議 長 これらの報告について、ご質問はありませんか。 

全 員 ありません。 

議 長 何もないようでしたら、以上で第１号議案、農地法関係申請等は終了します。 

 続きまして第２号議案、農政関係等について事務局から説明をお願いします。 

事 務 局 第２号議案（１）（２）を報告。 

議 長 続いて（３）農地利用最適化推進委員の委嘱について上程します。事務局から説

明をお願いします。 

事 務 局 第２号議案（３）を説明。 

現案のとおり農地利用最適化推進委員を決定した。 

議 長 事務局、その他で何かありますか。 

事 務 局 （５）その他を説明。 

議 長 以上をもちまして、すべての議案を終了いたしました。 

最後に何かご意見等がありますか。 

全 員 ありません。 

岸本職務

代 理 者 

それでは、他にご意見等がなければこれで終わりにしたいと思います。本日は、

お忙しいところ、第二農業委員会総会にご出席いただき、慎重審議ありがとうござ

いました。 

これをもちまして、閉会といたします。 

  

  

 

 

閉会 午前１０時３５分 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の議事の顛末を記録して相違ないので署名捺印する。 

 

議  長 

 

 

署名委員 

 

 

署名委員 


